
記者発表資料
平成２４年 １１月 ２９日 11 時 00 分
雄 物 川 水 系 渇 水 情 報 連 絡 会
湯 沢 河 川 国 道 事 務 所
秋 田 河 川 国 道 事 務 所
玉 川 ダ ム 管 理 所

113 日間にわたる渇水調整の終了
～渇水対策支部を解除しました～

○雄物川流域では、8 月、9 月の合計降水量が平年の約４割程度と極端
に少なく、河川流量の低下による取水障害等の懸念が生じたことから、
8 月 9 日に渇水対策支部(注意体制)を設置していました。

○渇水対策支部設置は 113 日間に及び、渇水規模が大きい平成 6 年渇水
の 30 日間を大きく上回り、玉川ダムが運用を開始した平成３年以降、
最長の渇水状況となりました。

○今年の渇水は、椿川地点の基準流量※１に対する河川流量の不足を勘
案すると玉川ダム完成以降の平成 3 年から平成 24 年の 22 年間では 1
番目に河川流況が厳しいものでした。

○雄物川水系渇水情報連絡会※２による情報共有と渇水対応による、関
係者との取水節水量や田沢湖からの補給増量の調整等により、渇水を
乗り切りました。

○現在、雄物川の河川流況は回復し、貯水位が過去最低を記録した玉川
ダムの貯水量も 4 割程度まで回復し、来年のかんがい期まで所要の貯
水量まで回復する見通しとなったため、11 月 29 日 10 時に体制を解
除しました。

【これまでの対応等】

○雄物川水系渇水情報連絡会※２では延べ 12 回の渇水対応会議を開催し、農業用水等
の各利水者から約２割の節水協力を得るなどし、雄物川からの取水を確保し、農作
物被害等の防止を図りました。

○瀬切れ等の発生や魚類への影響も河川巡視では確認されておりません。

○玉川ダムと田沢湖が相互の貯水状況等を考慮しながら、きめ細やかな下流への補給
を実施し、下流での取水障害の発生を防止しました。

※１渇水対策支部設置の目安となる流量
※２各利水者及び関係機関による渇水被害防止、軽減に向けた対応を行う組織

〈発表記者会〉秋田県政記者会、横手記者会、秋田魁新報社湯沢支局、大曲支局、角館支局

問い合わせ先

雄物川水系渇水情報連絡会

【雄物川上流関連】国土交通省 東北地方整備局 湯沢河川国道事務所
秋田県湯沢市関口字上寺沢 64-2 電話０１８３-７３-３１７４（代表）
副所長（河川） 土 田 恒 年（内線２０４）

河川管理課長 鬼 同 哲 夫（内線３３１）
【雄物川下流関連】国土交通省 東北地方整備局 秋田河川国道事務所

秋田県秋田市山王一丁目10-29 電話０１８-８２３-４１６７（代表）
副所長（河川） 槻 山 敏 昭（内線２０４）

河川管理課長 菅 井 明 仁（内線３３１）
【玉川ダム関連】国土交通省 東北地方整備局 玉川ダム管理所

秋田県仙北市田沢湖玉川字下水無92 電話０１８７-４９-２１７０（代表）
所 長 柴 田 富士男（内線２０１）



渇水調整と効果

【雄物川渇水情報連絡会】

○雄物川水系の関係水利用者（農業、工業、上水、発電）間の情報交換や渇水調整を行い、今回の渇水では７回
の渇水情報連絡会及び５回の関係機関部会、計１２回の会議を開催し、渇水調整を行いました。

主な調整事項
・水利用者による約２割の節水協力。

・田沢湖の容量を活用した渇水対策。
・玉川ダムと田沢湖の更なる連携による渇水対策。
・田沢湖の地元、仙北市との調整。

【渇水対策（玉川ダムと田沢湖の連携放流）による主な効果】

○農業用水 -----仙北平野の農地及び玉川合流下流の雄物川筋の農地（１７，６００ｈａ）への供給を確保し、収穫
は平年並みでした。 (雄物川流域農地の約４３％）

○上水道 --------秋田市上水道（給水人口約３１７千人)への供給確保し、支障はありませんでした。

（秋田一般家庭の９８％）
○工業用水道 -秋田火力発電所（約１３０万kw）への供給を確保し、支障はありませんでした。

（一般家庭 約４３万戸分）
○発電 ---------- 生保内水力発電所等６箇所（約１１万８千kw）の水力発電の用水を確保し、支障はありません

でした。（一般家庭 約４万戸分）
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雄物川流域の渇水概要１
【気象状況】
○雄物川流域の各地域の雨量観測所で観測された８月～９月の
２ヶ月の降水量を平年値（過去１０ヶ年の平均値）と比較す
ると、雄物川流域平均は、４割程度の降水量となっており
ます。

雄物川流域の主な地点の降水量

【渇水対応会議開催の状況】

22日8月17日7月27日昭和53年

24日8月28日8月5日平成元年

113日11月29日8月9日平成24年

19日8月23日8月5日平成23年

28日8月25日7月29日平成11年

30日9月7日8月9日平成 6年

日数解除設置年

【主な渇水年の支部体制継続期間】

雄物川渇水体制（注意体制）解除11月29日

第７回雄物川水系渇水情報連絡会開催（臨時）10月11日

第５回田沢湖運用会議開催10月9日

第６回雄物川水系渇水情報連絡会開催（臨時）9月20日

第４回田沢湖運用会議開催9月18日

第３回田沢湖運用会議開催9月11日

第５回雄物川水系渇水情報連絡会開催（臨時）9月6日

第２回田沢湖運用会議開催9月5日

玉川ダム貯水位357.81ｍ（11時）貯水率7.0％ 管理移行以来最低水位到達9月4日

第１回田沢湖運用会議※２開催8月28日

第４回雄物川水系渇水情報連絡会開催（臨時）8月23日

第３回雄物川水系渇水情報連絡会開催（臨時）8月16日

雄物川渇水体制（注意体制）8月9日

第２回雄物川水系渇水情報連絡会開催（臨時）8月1日

第１回雄物川水系渇水情報連絡会※１開催（定例会）6月22日

渇水対応会議等開催状況月日

※１ 渇水情報連絡会：利水者及び河川管理者による情報交換や渇水調整を行う会議
※２ 田沢湖運用会議：田沢湖の水使用に関する関係機関の調整を行う会議

【椿川地点 渇水流況評価】
基準流量に対する河川流量の不足（6月～10月）

平成24年は、渇水状況が長かったことから、不足ボリュームが１番大きくなっている。

71%238.0ﾐﾘ337.2ﾐﾘ秋田（雄物川下流域）

37%133.5ﾐﾘ362.6ﾐﾘ大曲（雄物川中流域）

44%142.0ﾐﾘ319.6ﾐﾘ横手（雄物川上流域）

45%136.5ﾐﾘ304.5ﾐﾘ湯沢（雄物川上流域）

②／①
②本年値

（8月～9月降水量）

①平年値
（8月～9月降水量）

観測地点

( 1 )200,418 ( 4 )15.90 平成24年

( 4 )84,235 ( 3 )12.97 平成23年

( 22 )668 ( 22 )72.27 平成22年

( 21 )1,086 ( 19 )66.51 平成21年

( 2 )93,762 ( 8 )37.82 平成20年

( 5 )73,151 ( 1 )5.01 平成19年

( 8 )53,697 ( 9 )39.23 平成18年

( 15 )7,692 ( 15 )57.23 平成17年

( 19 )1,757 ( 21 )70.70 平成16年

( 18 )2,045 ( 12 )51.68 平成15年

( 13 )8,293 ( 16 )59.27 平成14年

( 20 )1,673 ( 11 )51.35 平成13年

( 11 )14,041 ( 13 )53.44 平成12年

( 7 )62,825 ( 6 )31.17 平成11年

( 16 )7,054 ( 18 )61.08 平成10年

( 9 )29,542 ( 10 )39.84 平成9年

( 3 )86,438 ( 7 )37.71 平成8年

( 14 )8,279 ( 17 )60.78 平成7年

( 10 )15,393 ( 2 )7.23 平成6年

( 17 )2,326 ( 20 )66.93 平成5年

( 6 )72,544 ( 5 )23.41 平成4年

( 12 )8,308 ( 14 )55.73 平成3年

不足ボリューム千m3 （順位）最小流量m3/s （順位）観測年

( 1 )200,418 ( 4 )15.90 平成24年

( 4 )84,235 ( 3 )12.97 平成23年

( 22 )668 ( 22 )72.27 平成22年

( 21 )1,086 ( 19 )66.51 平成21年

( 2 )93,762 ( 8 )37.82 平成20年

( 5 )73,151 ( 1 )5.01 平成19年

( 8 )53,697 ( 9 )39.23 平成18年

( 15 )7,692 ( 15 )57.23 平成17年

( 19 )1,757 ( 21 )70.70 平成16年

( 18 )2,045 ( 12 )51.68 平成15年

( 13 )8,293 ( 16 )59.27 平成14年

( 20 )1,673 ( 11 )51.35 平成13年

( 11 )14,041 ( 13 )53.44 平成12年

( 7 )62,825 ( 6 )31.17 平成11年

( 16 )7,054 ( 18 )61.08 平成10年

( 9 )29,542 ( 10 )39.84 平成9年

( 3 )86,438 ( 7 )37.71 平成8年

( 14 )8,279 ( 17 )60.78 平成7年

( 10 )15,393 ( 2 )7.23 平成6年

( 17 )2,326 ( 20 )66.93 平成5年

( 6 )72,544 ( 5 )23.41 平成4年

( 12 )8,308 ( 14 )55.73 平成3年

不足ボリューム千m3 （順位）最小流量m3/s （順位）観測年



椿川

岩館

流量回復状況（黒瀬橋から上流を望む）

雄物川上流の岩館地点（湯沢市）の
流況は7月中旬から10月中旬まで基
準流量※を下回りました。また、雄物
川下流の椿川地点（秋田市）の流況
は、7月に一時的に流量が回復して
いますが、6月中旬から10月下旬ま
で、断続的に基準流量を下回りまし
た。
なお、11月以降は、各観測所ともに
流況は回復しています。

雄物川

8月1日

雄物川

11月14日

雄物川

11月15日

雄物川

9月3日

雄物川流域の渇水概要２ （雄物川）

※基準流量：渇水対策支部設置の目安となる流量

岩館地点（河川巡視時撮影写真）

渇水状況（岩館橋から下流を望む）

椿川地点（河川巡視時撮影写真）

流量回復状況（岩館橋から下流を望む）

渇水状況（黒瀬橋から上流を望む）



雄物川流域の渇水概要３ （玉川ダム・田沢湖）

玉川ダム田沢湖

田沢湖渇水状況（H24.8.31）

玉川ダム貯水池状況（H24.11.14）玉川ダム貯水池状況（H24.8.28）

玉川ダムでは、６月から断続的に下流へ水の補給を行っていましたが、７月中旬以降は河川流況が著しく低下し
てきたことから、補給量を増加して対応しています。その結果、平成３年の管理開始以来、最も低い貯水位となりま
した。

また、玉川ダムと連携して補給を行っている田沢湖についても、この期間は通常２．５ｍ程度の水位低下ですが、

渇水情報連絡会での調整を得て補給に使用し、通常より５．５ｍ程下まで湖面の水位が低下しました。



約１億４千万ｍ３の水量とは？

玉川ダムでは、下流への用水補給を継続して行い、約１億４千万m3の補給を行いました。 このため、
貯水位が低下し９月４日には玉川ダム完成以来の最低水位３５７．８１ｍを記録しました。

（参考：これまでの既往最低水位は平成１８年９月２９日の３６８．８２ｍ。）

渇水対策効果（玉川ダムからの補給）

■洪水時最高水位　洪水時に水を最大貯める事が出来る水位

■平常時最高水位　利水目的のために水を最大貯める事が出来る水位

■洪水貯留準備水位　治水容量を確保した時の水位

東京ドーム
×１１０杯分

２５ｍプール
×２９万杯

およそ１３０万人の人が
１年で使用する量です

■洪水時最高水位　洪水時に水を最大貯める事が出来る水位

■平常時最高水位　利水目的のために水を最大貯める事が出来る水位

■洪水貯留準備水位

　　　夏から秋にかけ、台風などに備えて治水容量を確保するための

　　貯留の上限水位
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洪水期(6/16～9/30) 非洪水期(10/1～ )非洪水期( ～6/15)

最低水位EL353.70m

洪水貯留準備水位=EL387.20m

洪水時最高水位EL402.40m

平常時最高水位EL397.40m

過去最低水位 EL357.81

9月4日11時

H24

平均H3～23

補給期間

6月12日～18日、26日～7月２日

7月4日～5日、23日～9月4日

補給量
１３６，７００千m3




